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環境経営活動レポート
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有限会社新菱和運送
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<環境理念>

<行動指針>

制定日：平成29年8月31日

改訂日：令和3年8月31日　　

【2017年度版移行に伴い改定】 有限会社新菱和運送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　　宮田　キナヱ

　

　１、収集運搬業及び処理業に使用する車両は環境配慮タイプを適切に使用して、環境に配慮した収集
運搬を実施します。
　　　＊　出来る範囲で、低騒音・振動・低エネルギーの車輛の使用に努めます。
　　　＊　オイル等の流出防止に努めます。
　　　＊　粉じんの飛散、汚水流出の防止に努めます。
　　　＊　廃棄物の適正収集運搬を実施します。

　２、廃棄物の適正分別を、お客様に提案し、お客様の廃棄物のリサイクル率向上をサポートします。
　　　適正処理業者をお 客様に紹介し、不法投棄や環境汚染の防止に努めます。

　３、社内における省エネ、廃棄物削減、節水及びグリーン調達に努めます。

　４、事業活動に 関連する法規制は、確実に遵守することを誓約いた します。

　５、地域活動、環境保全活動への参加、環境活動レポートの公表など、地域との環境コミュ二
　　ケーショ ンに努めます。特に、災害対応に迅速に対応するため車両類の整備・管理を
　　徹底します。

環　境　経　営　方　針

　有限会社新菱和運送は、昭和37年に軽トラックー1台から廃棄物運搬業を創業し、以降、地域のお客
様のニーズに応えるべき 地域密着型の企業を目標とし、一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬業、一般
貨物運送業を営んでまいりました。東日本大震災では、弊社も壊滅的な被害を受け廃業の危機に立たさ
れながらも、様々な支援を頂き地域と共に復興することができ ました。
　当社は、サービスを通して、この地域の美しい 自然環境を将来世代に引き 継いでいくた めに、廃棄物の
適正処理が地域の環境保全に寄与すると認識してお ります。
　このため、収集運搬に係る事業活動に際し、関連法規類の遵守、環境負荷の低減、及び環境保全活
動に 継続的に取り組んでまいります。



１　名称及び代表者名
有限会社新菱和運送
代表取締役社長 　宮田　キナヱ

２　所在地

３　環境管理責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者
担当者

４　事業活動の内容

５　事業規模

６　認証登録範囲
全サイト・全組織・全活動が認証登録範囲

７　営業範囲

８　社歴

　有限会社新菱和産業　設立　資本金500万円

　有限会社新菱和運送に社名変更

　岩手県　産業廃棄物処理業　収集運搬業許可取得

　岩手県　特別産業廃棄物処理業　収集運搬業許可取得

本社事務所：岩手県釜石市上中島町4丁目7番3号

事業所：岩手県釜石市松原町2丁目34,35番1

令和4年度実績

408

・一般廃棄物収集運搬（釜石市・大槌町）
・産業廃棄物収集運搬(岩手県：燃え殻、汚泥、廃油、廃アルカリ、廃酸、廃プラスチック、紙くず、木くず
　繊維くず、動植物性残さ、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類）
・特別管理産業廃棄物（岩手県：廃油、感染性産業廃棄物）

令和3年度 令和4年度

延べ床面積 114.58㎥ 51.34㎡

従業員 5名 23名
1571㎡

事業所

103㎥

本社事務所

敷地面積

TEL：0193-23-3888

廃棄物受託量　ｔ 令和2年度

項目

資本金 500 百万円

課長 鈴木善太郎

2　事業概要＆認証登録範囲

　一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業

平成5年7月20日

一般廃棄物収集運搬　ｔ 4,795 4,716 4,466

339370産業廃棄物収集運搬　ｔ

昭和37年12月29日

昭和59年4月24日

平成2年2月13日



１　組織

２　役割・責任・権限

代表者（社長）

3　実施体制

・実施体制の構築

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任。

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備。

・環境経営方針を定め、社員に周知する。

・環境管理責任者を任命。

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・課題とチャンスの明確化

環境管理委員会

・委員長は社長とし、環境管理責任者が召集する。

・環境管理責任者の提案を審議し、決定事項を環境責任者は各部門で実施する。

・内部監査の代りに、計画の進捗状況・ガイドラインへの適合状況を審議し、不適合・不
具合が有る場合は代表者、環境管理責任者に是正を勧告する。

環境責任者

担当部門について環境経営システムを実施し、維持する。

環境管理責任者
・環境経営システムの構築、実施、管理。

・環境活動の取組結果を代表者及び環境管理委員会へ報告。

・環境管理責任者の補佐。

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・取組データの集計、取りまとめ及び文書記録類の管理。

全社員

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚し、能力向上に努める。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

・省資源、省エネ、節水等の奨励・実施・確認・是正。

・従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

環境事務局

代表者 社長 環境管理責任

環境責任者 部長砂金/菊池
（一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬・輸送）

環境責任者 鈴木
（本社事務部門）

社員
23名

社員
5名

事務局
環境管理委員会
役員、環境責任者

事務局、環境管理責任者



１　　主な環境負荷の実績

表１、主な環境負荷等の実績

 

注：排水量の測定はしていないので、水使用量から散水量を削減して求めた。

２　　環境経営目標の設定

当社では、令和3年度を基準年度として中期及び単年度の環境目標を、それぞれ表２
のとおり設定し、環境活動に取組んでおります。

表２　環境目標

単位

kg-CO₂

ｋｗｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

㎥

ｔ

ｔ

㎥

ｔ

回

種類

回

注

127

問合せ対応・排出先への提案等

124

ｔ 5,656

124 141

1.28 1.090

5,664

10

地域貢献 3

顧客への提案 行動目標

5,055 5,080 5,106 5,131 5,156

グリーン購入 10 10 10 10

顧客への提案 行動目標 問合せ対応・排出先への提案等

総排水量 141 140.30 139.59 138.89 138.18

受託廃棄物収集運搬(一般+産廃）

一般廃棄物排出量 1.090 1.085 1.079 1.074 1.068

産業廃棄物排出量 9.086 9.04 9.00 8.95 8.91

ＬＰＧ使用量 0 0 0 0 0

灯油使用量 305 303 302 300 299

17,062

ガソリン使用量 3,175 3,159 3,143 3,127 3,112

5,164 5,055受託廃棄物収集運搬(一般+産廃）

153,539 152,764

令和5年度 令和6年度 令和7年度

二酸化炭素排出量 155,090 151,988

購入電力使用量

3 3

：　期間は令和4年9月～令和5年8月までの12ヶ月間

3

　一般廃棄物排出量(自社） ｔ 1.00 0.77

グリーン購入 種類 10 10

環境苦情 回

0 0

　産業廃棄物排出量(自社） ｔ 3.0 8.9 4.13 9.086

　 ガソリン使用量 Ｌ 4,917 4,592 4,747 3,175

　　購入電力使用量 ｋｗｈ 16,465 16,809 17,023 17,410

二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 150,333 145,222 158,763 155,090

項目 単位 平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度

基準値

4　環境経営目標

回 3 3 3 3

10

421

    軽油使用量 Ｌ

総排水量 ㎥

52,709

地域貢献

項目
基準年度実績値 中期目標（内単年度目標）

301 305

　　ＬＰＧ使用量

48,982 47,311

㎥ 0 0

　　灯油使用量 Ｌ 322

51,566

実績値 令和4年度

10

軽油使用量

154,315

17,410 17,323 17,236 17,149

3

購入電力の二酸化炭素排出係数は環境省報道発表（令和2年1月7日公表）東北電力の実排出係数　0.523ｋｇ－ＣＯ２/ｋｗｈを使用。

52,618

52,618 52,355 52,092

0

51,829

0 0 0 0

0 0 0 0

環境苦情



冷暖房の温度（冷房28℃、暖房20℃）を順守する。

収集運搬

取組内容

使用していない部屋は、空調を停止している

事務室の部分照明を実行する。

社員教育

地域貢献

朝礼時において社員にEA21の取り組みの周知を図る。

廃
棄
物
の
排
出
抑
制

一般
廃棄物

産業
廃棄物

排
水

用水・
排水

産業廃棄物管理票をもとに適切な処理をおこなう

法令順守による廃棄物適正処理。

車両の悪臭発生防止に努める（業務終了後の洗車及び維持管理の徹底）

問合せや排出先へ適正処理の提案

消耗品・事務用品はエコ商品を優先し購入する。

冷暖房

節電

車輌
その他

残業の時は、必要な個所のみ点灯し、業務に必要のない箇所は消灯する。

昼休みなど、休憩時、不必要な個所は消灯する。パソコンの電源は切る。

両面印刷、コピーを徹底する

使用済み用紙(片面コピー）の裏面を利用する。

表３　　主な環境経営活動計画の内容
項目

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑
制

照明

退社時は、OA機器の待機電源は切る。

昼休みなど、部屋を使用していない時は、照明消灯を確実に実行する

地域行事での清掃活動を行う（上中島ﾌｪｽ、トラック協会、倫理法人会、岩手県産業資源協会等）

環境苦情・顧客
への提案

車両のアイドリングストップを実践する。（昼休憩時、車両は使用しない）

排気ガス、騒音のレベルを抑えるため、適正な車両整備を行う。（グリスアップ）

最大積載量に見合った輸送単位の設定を行う。

省エネ適合商品の適合に努める。

渋滞・作業効率を考慮した収集ルートの見直しを図る。

書類の内容やレイアウトを見直し、枚数を少なくする

グリーン購入

洗車後の排水溝の掃除を徹底

　当社では、環境方針に基づき二酸化炭素、廃棄物、水使用量を削減し、環境目標を達成
するため、従業員が一丸となって省エネルギー、廃棄物の削減・リサイクル及び節水等に取
組んでおります。

節水の徹底

給湯室、社員用トイレ、倉庫、更衣室等不必要な時は、消灯している。

ドアの開け放しはしない。

車両の事故防止に努める。

5　環境経営活動計画



当社では、環境目標の達成状況の確認・評価を行いました。

今回は、令和3年9月から令和4年8月までの実績についての評価結課を報告致します。

表４　　当該年度の環境経営目標の達成状況等

注

環境経営活動の状況

###

当該年度(令和4年度） 目標比

52,618 0.2 52,355

155,090 0.6

(39)

行動目標 問合せ対応・排出先への提案等

令和3年度

10.6

産業廃棄物排出量

ガソリン使用量 Ｌ 3,175 17 3,159 2,625

154,316

灯油使用量 Ｌ

ｔ 66 9.04 65.93.08

303.6 425.3305

17,931 (3.5)

16.9

(40.1)

52,525 (0.3)軽油使用量

154,142 0.1

購入電力使用量 ｋｗｈ 17,410 (3.0)

Ｌ

17,323

6　環境経営目標の実績

項目 単位
実績値

削減(増加)率

(％）

削減(増加)率

(％）

前年比

0地域貢献 回 33 3

グリーン購入 種類 10 0 10

3

123

3.6 5,080

10

0

5,055

：　期間は令和3年9月～令和4年8月までの12ヶ月間

140.3

顧客への提案

総排水量 ㎥

4,874 4.1受託収集運搬量

ｔ

141 13

0

1.085 0.97

12.3

9.086

0.985 2一般廃棄物排出量

目標値 実績値

二酸化炭素排出量 kg-CO₂

ｔ

環境苦情 回 0 0 0 0

地域貢献事業：「海ごみゼロウィーク」及び地域清掃活動

青少年育成 東北ジュニアカップ社内研修【オイル漏れ時の対応】



１．取組結果の評価
表５　　主な環境経営活動計画の内容と取組結果

達成度

注：　評価は各部門の環境責任者が、日々の実施状況を観察し、〇：確実に実施されている。
　△；ほぼ実施されている。　×；社員の取組忘れに対する注意が多かった。　を判断し、評価。

２、次年度以降の重点取組み
目標設定を見直し、現行の取り組みを継続実施したが、わずかであるが目標値に近い削減はされてきたように思われる。燃
料関係では、コロナ対策及び今年度の気象状況（冷暖房使用率増）からトータルの消費量が増加となったが、月別でみると前
年比より削減されているところもあった為、現行の取り組みを継続実施して会社全体で環境経営活動に対する意識を高めてい
くこととしたい。また、コロナ5類移行となったが、弊社では社内の感染対策は継続としており、徐々に対策も見直していき、そ
の際にどの程度削減されるかも確認していくこととしたい。（当面は感染対策は継続とするが）

受託収集運搬

廃棄
物の
排出
抑制

一般廃棄物

前年度値（66％）減、目標値（65.9％）の減となった。業務におけるシート・タイ
ヤ等の廃棄量が減ったことによるが消耗品の為、定期的に量が増える年度は
でてくるものと思われる。社内に置いて資源化できるものは積極的に取り組ん
でくものとする。

グリーン購入

二酸
化炭
素排
出量
の抑
制

照明

冷暖房

節電

車輌その他

産業廃棄物

節水・
排水

用水・排水

環境苦情・顧客への提
案

地域貢献

社員教育

次年度の取組内容
消灯等の取り組みは普段より定着

実施状況の評価

前年度値（13％）減、目標値（12.3％）減と目標は達成されている。日頃の使用
後の出し忘れ等は確認されず節水に繋がっているものと思われる。

〇

△

〇

△

軽油使用量が、前年度値（0.2％）減目標値（0.3％）の増、灯油使用量が前年
度値（39％）目標値（40.1％）の増、ガソリン使用量が、前年度値（17％）目標
値（16.9％）の減となった。車両燃料については、軽油については冷暖房の使

用頻度が多い月に使用量が多くなっているが、使用しない月は軽油の使用量
を抑えられていた。（車両での休憩等はコロナ5類移行後も継続としている）灯
油に関しては、暖房以外に車両の洗車機で温水を出すために使用した為に
増加となった。車両の維持の為には仕方がないところである。ガソリンについ
ては、冬季以降から増加傾向であったが、コロナ5類移行に伴う営業活動・各
種会合等が多くなってきたこともあり使用量が増加となったものと推測される。

前年度値（2％）削減、目標値（10.6％）の削減となった。事務内におけるペー
パーレス化及びコロナ5類移行に伴う、消耗品（ゴム手袋、マスクの交換頻度）
の減少により目標値が達成されたものと思われる。

〇

電力使用量については、目標値より3.5％の増であった。今年度は夏季・冬季
ともに温度の変化が大きく、冷暖房の使用が多く、加えて設定温度も基準より

あげて使用していたこともあり、使用電力量の増に繋がったもの推測される。
ただ、冬季の暖房使用ついて事務所は24時間一定温度設定し暖房を使用し
たところ昨年に比べると4％使用量が抑えられた。現場については、水道栓等
に凍結防止の電熱線を使用したことにより使用量の増へと繋がった。

消灯及びPCの待機電源の切る等は定着している

7　環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度以降の取組内容

項目

〇

現行の取り組みは継続とし、

事務所における書類等に関し
て可能なところは引き続き
データ化を推進していくことと
する。

継続

継続〇

継続

現行の取り組みは継続とし、
冬季間の事務所および現場で
のエアコン使用方法に留意し
ていく。

継続

コロナ感染予防対策としての
取り組みは継続とするが、エコ

ドライブの徹底を図り使用量
の軽減を目指していく。

継続

△

前年度値（-3.6％）減、目標値（-4.1％）減となった。一般廃棄物では、家庭系
が減少傾向であり事業系は横ばいであった。産業廃棄物に関しては、69ｔ増

前年比より増加傾向であった。コロナ5類移行に伴い経済活動の回復が見ら
れてきたように思われる。

〇 継続

今年度の環境苦情はなかった。提案に関しては、市民及び各事業者よりの問

合せ等に適正処理方法についての提案を実施。 〇 継続

・事務用品、消耗品を購入した。

・外部作業における安全講習参加、毎月の社内における安全運転及びエコド
ライブの研修伝達を実施。加えて、オイル漏れ時の対応も社内研修に盛り込
んだ。
・地域の「海ごみゼロウイーク」「清掃活動」に参加。また、各青少年育成事業
として、東北ジュニアカップの協賛,近隣小学校への環境に関する広告掲示贈
呈等は継続としている。コロナ5類移行に伴い地域行事である地域のお祭り・
少年野球団チームの清掃活動も再開され、弊社でもごみ回収等をおこなうこ
ととした。

継続

〇 継続

〇



５全体評価　今年度も取り組みの中で、エコドライブの実施により業務において無事故で
あったこと、コロナ対策により社内におけるクラスター発生もなく安定したサービス提供が
できたことは大いに評価できる。コロナ5類移行後も弊社での感染予防対策はしばらく継続す
ることとしており大幅な削減は難しいところではあるが、日頃の小さな取り組みを継続して
いき徐々に成果に繋げていくこととする。

３環境経営活動計
画及び実施体制

現行の取り組みは概ね実施されている。エコドライブも実施さ
れており、その成果もあり無事故であった。
電力、軽油、灯油に関しては、弊社のコロナ対策に加えて、今
年度の気象状況(冬・夏季）により影響を大きく受けてしまい

結果、使用量の増加に繋がってしまった。が、その中で事務所
のエアコンの使用方法について取り組みをしたところ、前年の
4％の軽減を図ることができた。

現在の取り組みを継続していく。

４その他
（　　　）

見直し項目 改善及び指示評価

２環境経営目標

今年度の目標基準値を前年度として目標値も現状に沿ったもの
に再設定し実施することとした。達成ができなかった項目もあ
るが、取組み継続していくことで達成可能な目標値であり適正

な目標設定と評価できる。

現在の取り組みを継続していく。

１環境経営方針

概ね実行できている。新型コロナウイルスにおける業務への影
響もほぼなく安定したサービス提供を継続することができた。
今後、地域活動も活発化してくることも予想され、特にも環境
保全活動へは積極的に関わっていくこととしたい。

現在の取り組みを継続していく。

8　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無

　当社が法的義務を受ける環境関連法規について遵守状況をチェックしたところ違反はあり
ませんでした。
　また、過去3年間、関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情、訴訟等について、
問題が有りませんでした。

9　代表者による全体評価と見直しの結果



電話 FAX
E-mail

UCL

資本金 百万円

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

台数 台数
1 1

1 1
1 1
1 1
1 1
1 1

1 1
1 1
1 1
1 1

1

塵芥車 最大積載量1,950㎏ 軽トラック 最大積載量350㎏

塵芥車 最大積載量2,000㎏

塵芥車 最大積載量1,750㎏ 軽トラック 最大積載量350㎏

塵芥車 最大積載量1,950㎏ 軽トラック 最大積載量350㎏

塵芥車 最大積載量1,700㎏ 4tユニック車 最大積載量3,000㎏

塵芥車 最大積載量1,600㎏ 7tユニック車 最大積載量7,600㎏

塵芥車 最大積載量2,650㎏ トラック箱 最大積載量2,000㎏

塵芥車 最大積載量2,250㎏ トラック箱 最大積載量2,000㎏

塵芥車 最大積載量2,000㎏ トラック幌 最大積載量2,000㎏

塵芥車 最大積載量2,700㎏ トラック幌 最大積載量3,000㎏

設
備

設備名 能力・産廃の種類 設備名 能力・産廃の種類

塵芥車 最大積載量1,750㎏ トラック幌 最大積載量2,000㎏

特別管理産業廃棄物収集運搬業
（岩手00356006607）

平成30年8月16日 廃油(揮発油類､灯油類及び軽油類に限る）・感染性産業廃棄
物　積替え・保管を含むもの　無令和5年8月11日

一般廃棄物の収集運搬
令和6年9月20日

産業廃棄物収集運搬業
（岩手00306006607）

令和2年2月13日 燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残
さ・金属くず・ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず(工作物の新築、改
築又は除去に伴って生じたものを除く）・がれき類・水銀使用製品　積替え保管を
含むもの　無

令和7年2月12日
許
可
の
内
容

許可名／許可番号 年月日 事業区分、廃棄物の種類

一般廃棄物処理業
（釜石第1494号）

令和4年4月1日
一般廃棄物の収集運搬

令和6年3月31日

一般廃棄物処理業
（大槌第1150号）

令和4年9月21日

従業員（名） 28 28 28 28
法人設立年月日 昭和37年12月 500

事
業
の
規
模

受託収集運搬ｔ(一般) 4,895 4,795 4,716 4,466

売上高（百万円） 249 251 256 267
受託収集運搬ｔ(産廃） 306 370 339 408

事業計画の概要
釜石市の一般廃棄物収集運搬の委託業務及び釜石市、大槌町の一般廃棄
物収集運搬、産業廃棄物収集運搬を主とした事業

事業の範囲
営業範囲：一般廃棄物(釜石市、大槌町）　産業廃棄物(岩手県）＊特別
管理も同様

事業年度 令和1年 令和2年 令和3年 令和4年

連絡先
0193-23-3888 0193-25-2733

sinryowa@io.ocn.ne.jp

事業活動の内容 一般廃棄物収集運搬業　産業廃棄物収集運搬業(特別管理も含む）

所在地 岩手県釜石市上中島町4丁目3番7号

環境管理責任者 鈴木善太郎
エコアクション２１担当者 鈴木善太郎

10　廃棄物業関連・組織の概要(情報公開）
事業所名 有限会社新菱和運送
代表者名 代表取締役　宮田　キナヱ

mailto:sinryowa@io.ocn.ne.jp


受託した廃棄物の処理量

4716

5055 4874

33

0
44

3
1
3

4466
57

収集運搬量合計

令和4年収集運搬ｔ令和3年収集運搬ｔ

0
287
0
46

6

一般廃棄物
収集運搬

4

処分方法等

4

木くず

動植物性残渣

がれき類 0

紙くず

可燃物

金属くず
ｶﾞﾗｽ・コン・陶磁器くず

感染性

0
3

廃油
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

　　廃棄物の処理料金については弊社電話0193-23-3888にお問い合わせ下さい。

廃
棄
物
受
入
基
準

250

産業廃棄物　紙くず 混合物、付着物のないこと

産業廃棄物　木くず

処理方法等 廃棄物等種類

産業廃棄物　金属くず 混合物、付着物のないこと

産業廃棄物　ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘ陶 混合物、付着物のないこと

産業廃棄物　がれき類 混合物、付着物のないこと

混合物、付着物のないこと

産業廃棄物　動植物性残さ 混合物、付着物のないこと

一般廃棄物収集（粗大） 長さが５０㎝以上のもの

産業廃棄物　廃油 密閉容器に入れ、漏洩のないこと

産業廃棄物　廃プラスチック 混合物、付着物のないこと

５０㎝×５０㎝以下のもの

一般廃棄物収集（資源物） 金属製品(缶含）、びん類、小型家電、紙類を各種類毎分別した状態

収集運搬物・処理物 受入基準
一般廃棄物収集（可燃物）

特管産廃運搬

産業廃棄物
収集運搬

汚泥 2 5


